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４ 水道史年表 

 

《明治》 

 21年８月 内務省に東京市区改正委員会設置 

 (1888年) 上水改良が議決、設計調査委員設置 

23年２月 水道条例公布 

31年12月 淀橋浄水場が稼働し、神田・日本橋地区に

給水。最初の料金制度を開始（一般は放任給

水、多量使用者等には計量給水を適用） 

34年４月 水源かん養を目的に、多摩川上流域の御料

林を譲り受け営林事業を開始 

  ６月 旧上水道（神田・玉川上水）の市内給水廃

止 

 

《大正》 

５年５月  村山下貯水池工事開始(昭和２年３月完成) 

(1916年) 

６年10月  村山上貯水池工事開始(大正13年３月完成） 

７年４月 境浄水場工事開始(大正13年３月通水） 

  11月 玉川水道株式会社（玉川浄水場）給水開始 

10年３月 水道料金改定（64.6％） 

12年５月 渋谷町水道(砧下浄水場)給水開始 

９月 関東大震災で水道施設被害 

15年４月 目黒町営水道給水開始 

８月 江戸川上水町村組合(金町浄水場)給水開始 

   

《昭和》 

２年６月 淀橋町水道各戸への給水工事許可を得 

(1927年) て着工、暫時通水 

３年３月 山口貯水池工事開始(昭和９年３月完成) 

   10月 荒玉水道町村組合(砧上浄水場)通水開始 

４年３月 千駄ヶ谷町水道しゅん工  

５年11月 矢口水道株式会社(矢口浄水場)給水開始 

６年３月 大久保町水道完成 

   10月 代々幡町水道(町営)給水開始 

   12月 戸塚町水道しゅん工 

７年３月 井荻町水道(杉並浄水場)給水開始 

   10月 日本水道株式会社(狛江浄水場)給水開始 

  町営及び町村組合営の10水道事業体合併 

10年３月 玉川水道株式会社買収 

11年７月  第二水道拡張事業計画が認可－小河内

ダム及び東村山浄水場建設 

  ８月 応急拡張事業計画が認可－金町浄水場

の拡張等 

12年３月 矢口水道株式会社買収 

  ４月  将来の大東京実現に備えて水源確保のため、

水道水源調査委員会設置 

13年８月 小河内ダム工事開始 

15年６月 多摩川系の大渇水により、金町系及び杉並

系を除く全戸で時間給水（６月７日から８ 

月10日まで) 

  10月 水道水源調査委員会が､大正15年９月の市

会議決に続いて再び利根川上流取水を答申 

16年３月  委員会の答申に基づき東京市会は、群馬県

利根川河水統制事業費の一部負担を議決 

17年５月  利根川を水源とする第三水道拡張事業計画

を申請（戦争のため河水統制が中止となり未

認可） 

18年６月  神奈川県、川崎市及び東京市三者間で相模

川系分水協定成立 

  戦時体制に対応するため料金改定（娯楽用

水の料金を高く設定） 

  10月 小河内ダム建設工事、戦争のため一時中止 

19年１月  相模川を水源とする城南配水補給事業計画

認可（戦争のため川崎市の拡張工事が中止と

なり実施不能） 

20年４月  日本水道株式会社買収 

  ８月  戦争により被害を受けた水道施設の復旧及

び漏水防止作業開始 

    11月 水道料金改定（100％） 

21年３月  水道料金改定（150％） 

22年１月  水道料金改定（50％） 

    ６月 水道料金改定（100％） 

23年１月  水道料金改定（87％） 

    ４月 応急拡張事業及び第二水道拡張事業の工事

再開を都議会が議決 

    ６月 水道料金改定（90％） 

    ８月 水道料金改定（26％） 

24年６月 水道料金改定（31％） 

27年１月 水道料金改定（33％） 

  10月 地方公営企業法の施行により水道事業は都

の地方公営企業として経営 

30年２月  相模川分水協定改定 

31年１月  水道料金改定（36％） 

32年４月  相模川系拡張事業計画認可－長沢浄水
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浄水場の新設と拡張、更新 完成年度 

施設能力 

(m3／日） 
備    考 

戦前からの施設で現在稼働中のもの 
 

768,500  

 
 

応急拡張事業 

相模川系水道拡張事業 

第二水道拡張事業 

江戸川系水道拡張事業 

中川・江戸川系水道緊急拡張事業 

第一次利根川系水道拡張事業 

〃 

〃 

第二次利根川系水道拡張事業  

〃 

〃 

第三次利根川系水道拡張事業 

〃 

〃 

〃 

第四次利根川系水道拡張事業 

水源及び浄水施設整備事業 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

(金町浄水場の拡張ほか) 

(長沢浄水場の建設) 

(東村山浄水場等の建設) 

(金町浄水場の拡張) 

(金町浄水場の拡張) 

(東村山浄水場の拡張) 

(朝霞浄水場第一期工事) 

(朝霞浄水場第二期工事) 

(金町浄水場の拡張) 

(小作浄水場第一期工事) 

(朝霞浄水場第三期工事) 

(金町浄水場の拡張) 

(東村山浄水場の拡張) 

(三園浄水場の建設) 

(小作浄水場第二期工事) 

(三郷浄水場第一期工事) 

(三郷浄水場第二期前期工事) 

(金町浄水場高度浄水施設第一期工事) 

(三郷浄水場第二期後期工事) 

(金町浄水場高度浄水施設第二期工事) 

(三郷浄水場高度浄水施設第一期工事) 

(金町浄水場の施設更新) 

(朝霞浄水場高度浄水施設第一期工事) 

(砧浄水場膜ろ過施設の建設) 

(砧下浄水所膜ろ過施設の建設) 

(三園浄水場高度浄水施設の建設) 

(東村山浄水場高度浄水施設の建設) 

(金町浄水場高度浄水施設第三期工事) 

(三郷浄水場高度浄水施設第二期工事) 

(朝霞浄水場高度浄水施設第二期工事) 

昭和 28年度 

昭和 34年度 

昭和 38年度 

昭和 38年度 

昭和 39年度 

昭和 40年度 

昭和 41年度 

昭和 43年度 

昭和 44年度 

昭和 45年度 

昭和 45年度 

昭和 48年度 

昭和 49年度 

昭和 50年度 

昭和 51年度 

昭和 60年度 

平成３年度 

平成４年度 

平成５年度 

平成８年度 

平成 10年度 

平成 16年度 

平成 16年度 

平成 18年度 

平成 18年度 

平成 19年度 

平成 21年度 

平成 24年度 

平成 25年度 

平成 25年度 

136,000  

200,000  

665,000  

95,000  

400,000  

300,000  

600,000  

300,000  

460,000  

140,000  

800,000  

460,000  

300,000  

300,000  

140,000  

550,000  

275,000  

△220,000  

275,000  

－ 

－ 

△100,000  

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

参考値 

 

淀橋浄水場移設分 240,000m3/日含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高度浄水施設導入に伴う施設能力の変更 

 

一期及び二期合計 520,000m3/日の処理能力 

550,000m3/日の処理能力 

更新に伴う一部施設の廃止 

850,000m3/日の処理能力 

40,000m3/日の処理能力 

40,000m3/日の処理能力 

300,000m3/日の処理能力 

880,000m3/日の処理能力 

980,000m3/日の処理能力 

550,000m3/日の処理能力 

850,000m3/日の処理能力 

合      計  6,844,500  
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